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ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
の
結
果

パパパパパパパパパパパ本
紙
昨
年

月

日
号
で
募
集

１２

１５

し
た
内
容
に
つ
い
て
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。
掲
載

文
は
、
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
要
約
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
意
見
の
あ
っ
た
プ
ラ
ン・

計
画（
案
）に
つ
い
て
、
意
見
の
概

要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方

は
、
４
月

日
昇
ま
で
各
担
当
課
、

１５

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
青
少
年

の
家
、
中
央
図
書
館
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
会
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
内「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン（
案
）は
市

民
課
、
国
際
交
流
協
会
、
第
３

次
地
域
福
祉
計
画（
案
）は
各
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
第
３
次
地
域
福
祉
計
画（
案
）

●
提
出
数

件（
１
人
）

２５

●
対
応

提
出
さ
れ
た
意
見
に
よ

り
９
カ
所
修
正
し
ま
し
た

●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
課
題
解
決
型
の
地
域
福
祉
活
動

意
見
糸「
課
題
解
決
型
」と
あ
り
ま

す
が
、
課
題
を
解
決
し
な
い
地
域

福
祉
活
動
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
地
域
福
祉
と
言
え
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

市
の
考
え
方
止
地
域
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
、
住

民
自
ら
が
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
見
守
り
活

動（
孤
立
死
や
認
知
症
へ
の
対
応

な
ど
）は
、
こ
れ
か
ら
地
域
の
課

題
と
し
て
捉
え
、
住
民
自
ら
が
行

動
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
図
が
あ

り
、
こ
の
言
葉
を
用
い
ま
し
た

隠
当
事
者
が
支
援
者
に
上
手
に
働

き
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

（
助
け
ら
れ
上
手
）

意
見
糸
助
け
ら
れ
上
手
と
い
う
言

葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
言
葉
を
作
る
よ
り
も
、
何

を
伝
え
た
い
か
を
正
し
い
日
本
語

で
書
い
て
ほ
し
い

市
の
考
え
方
止
助
け
ら
れ
上
手
と

い
う
言
葉
は
、
本
市
で
は
町
内
福

祉
委
員
会
の
活
動
の
中
で
長
年
使

用
し
て
い
ま
す
。
本
市
以
外
で
も

取
り
入
れ
て
い
る
市
町
村
も
あ
り

ま
す

■
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン（
案
）

●
提
出
数

件（

人
）

８０

１０

●
対
応

提
出
さ
れ
た
意
見
に
よ

り

カ
所
修
正
し
ま
し
た

１９
●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
外
国
人
住
民
も
担
い
手
と
し
て

活
躍
し
て
も
ら
え
る
体
制

意
見
糸
外
国
人
住
民
も
地
域
に
住

む
仲
間
な
の
で
す
か
ら
、「
し
て
も

ら
え
る
」と
い
う
表
現
で
は
な
く

「
活
躍
で
き
る
」だ
と
思
い
ま
す

市
の
考
え
方
止
と
も
に
地
域
に
住

む
住
民
で
す
か
ら「
活
躍
で
き
る
」

と
い
う
表
現
に
改
め
ま
す

隠
多
文
化
共
生
社
会

意
見
糸
多
文
化
共
生
は
犯
罪
の
増

加
や
日
本
人
の
雇
用
の
低
下
な
ど

を
招
き
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
人
住
民
の
抱
く
不
安
感・

社
会
的
負
担
感
の
増
大
を
無
視
し

て
、
多
文
化
共
生
社
会
を
進
め
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

市
の
考
え
方
止
現
在
、
本
市
に
は

約
５
４
０
０
人
の
外
国
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
日
本
人
と

外
国
人
が
共
に
暮
ら
し
て
い
る
状

況
に
お
い
て
、
安
全
・
安
心
で
快

適
な
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に「
多
文
化
共
生
」が
あ
る

と
考
え
、
本
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

す
。
日
本
人
住
民
・
外
国
人
住
民

い
ず
れ
も
安
定
し
た
生
活
の
確
保

が
、
犯
罪
の
予
防
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
本
プ
ラ
ン
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す

■
第
２
次
健
康
日
本

安
城
計
画

２１

（
案
）

●
提
出
数

件（
２
人
）

１８

●
対
応

提
出
さ
れ
た
意
見
に
よ

り
９
カ
所
修
正
し
ま
し
た

●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
子
ど
も
の
事
故
予
防
対
策
に
つ

い
て

意
見
糸
市
の
取
り
組
み
が
、
事
故

予
防
の
周
知
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
、「
事
故
予
防
の
大
切
さ

の
認
知
度
」の
目
標
設
定
を
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

市
の
考
え
方
止
事
故
予
防
を
し
て

い
る
家
庭
を
増
や
す
こ
と
を
指
標

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
手

段
と
し
て
、
本
市
で
は
事
故
予
防

の
大
切
さ
や
方
法
に
つ
い
て
周
知

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す隠
高
齢
者
の「
低
栄
養
」が
疑
わ
れ

る
人
の
目
標
値

意
見
糸
指
標
は
、「
増
加
を
抑
制
す

る
」と
し
て
い
ま
す
が
、
目
標
値

が
現
状
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

増
加
は
、
止
む
を
得
な
い
と
し
て

い
る
の
で
す
か

市
の
考
え
方
止
今
後
、

歳
以
上

７５

の
人
口
が
増
加
す
る
傾
向
で
す
。

低
栄
養
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
が
、

人
口
の
自
然
増
に
よ
り
見
込
ま
れ

る
増
加
分
を
上
回
ら
な
い
こ
と
を

目
指
し
、「
増
加
を
抑
制
す
る
」と

表
現
し
て
い
ま
す
。
県
の
計
画
で

は
、「
低
栄
養
傾
向
高
齢
者
の
増
加

の
抑
制
」を
目
標
項
目
と
し
、「
現

状
値
以
下
」を
目
標
値
に
し
て
い

ま
す

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用

に
関
す
る
条
例（
案
）

●
提
出
数

０
件

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

～
午
後
５
時

分（
松
掌
を
除
く
）

１５

に
商
工
課
へ

※
画
用
紙
は
当
日
会
場
で
配
布
。

前
日
ま
で
に
公
園
の
写
生
を
す

る
場
合
は
、
同
課
で
配
布
。

■
さ
く
ら
と
安
城
七
夕
親
善
大
使

を
写
す
会

●
と
き

３
月

日
掌
午
後
２
時

３０

分
～
４
時

３０●
と
こ
ろ

安
城
公
園

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
内
容

市
内
の
桜
を
撮
影
し
た

未
発
表
の
写
真

●
サ
イ
ズ

四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ

ド
四
つ
切

※
合
成
加
工
作
品
は
不
可
。

●
賞

最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

５
人
、
入
選

人
、
佳
作

人

１０

１５

（
い
ず
れ
も
賞
状
と
賞
金
）

●
応
募

４
月

日
捷
ま
で
の
午

１４

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
作
品
を
持

参
か
郵
送（
必
着
）で
商
工
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ

安
城
公
園

会
場
は
、
出

店
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

ぼ
ん
ぼ
り
が

立
ち
、
午
後

時
ま
で
夜

１０桜
を
楽
し
め
ま
す
。（
桜
の
開
花
状

況
に
あ
わ
せ
、
点
灯
期
間
が
変
わ

り
ま
す
）

●
と
き

３
月

日
抄
～
４
月
６

２１

日
掌

●
と
こ
ろ

安
城
公
園（
桜
町
）、

城
山
公
園（
桜
井
町
）、日
の
出
公

園（
日
の
出
町
）

■
写
生
大
会

●
と
き

３
月

日
松
・

日
掌

２９

３０

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

安
城
公
園

●
対
象

市
内
在
住
で
、
平
成
２６

年
度
に
小
学
１
～
６
年
生
に
な
る

子●
賞

各
学
年
最
優
秀
賞
１
人
、

優
秀
賞
７
人（
い
ず
れ
も
賞
状
と

賞
品
）、参
加
賞
あ
り

●
持
ち
物

画
板
と
絵
の
具
・
ク

レ
ヨ
ン
な
ど

●
提
出

開
催
時
間
中
ま
た
は
４

月
7
日
捷
ま
で
の
午
前
８
時

分
３０
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城
い
き
い
き
た
い
肥
の
受
け

取
り
希
望
者
を
募
集

安安安安安安安安安安安せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
し
た「
安
城
い
き
い
き

た
い
肥
」を
お
分
け
し
ま
す
。

●
受
け
取
り
期
間

４
月

日
松

１９

～

日
松

２６
●
と
こ
ろ

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ン
ト

●
受
け
取
り
数
量

総
量

ト
ン

２００

の
う
ち
、
た
い
肥
使
用
対
象
面
積

に
応
じ
て
１
世
帯
㎏
ま
で

３００

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
決
定
通
知

決
定
者
へ
、
支
給

決
定
通
知
と
受
け
取
り
票
を
送
付

し
ま
す

※
選
外
者
へ
の
通
知

は
し
ま
せ
ん
。

●
受
け
取
り

た
い

肥
を
直
接
積
み
込
め

る
４
ト
ン
以
下
の
ト

ラ
ッ
ク
で
来
る
か
袋

を
持
参
し
て
く
だ
さ

い●
申
し
込
み

４
月

７
日
捷
ま
で
に
、
申

込
書
に
住
所
・
氏
名・

電
話
番
号
・
希
望
数

量（
㎏
）・た
い
肥
使

用
対
象
面
積
ま
た
は

プ
ラ
ン
タ
ー
の
個
数

を
記
入
し
、
持
参
か

郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
清
掃
事
業
所（
〒

－

１

４４４

１
５
５
堀
内
町
西
新
田
２
／
胃

〈

〉１
３
１
８
／ikiiki@

city.a

７７

njo.aichi.jp

）へ

※
申
込
書
は
同
所
で
配
布
。
必
要

事
項
が
す
べ
て
記
載
し
て
あ
れ

ば
任
意
の
紙
で
も
可
。
す
べ
て

の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
失
格
。

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

県
内
初
の
内
部
設
置
型
自

治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
安
城

市
み
ら
い
創
造
研
究
所
」の

設
置
を
記
念
し
、
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

４
月

日
昭
午
後

１７

１
時

分
～
５
時

３０

●
と
こ
ろ

教
育
セ
ン
タ
ー

●
内
容

基
調
講
演
止
奥
野

信
宏
氏（「
安
城
市
み
ら
い
創

の
ぶ
ひ
ろ

造
研
究
所
」政
策
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
、
中
京
大
学
理
事・

総
合
政
策
学
部
教
授
）
ゲ

ス
ト
講
演
止
牧
瀬
稔
氏（（
一

み
の
る

財
）地
域
開
発
研
究
所
主
任

研
究
員
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン諮

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
止
加
藤
義
人
氏（
三

よ
し
と

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
パ
ネ
リ

ス
ト
止
奥
野
信
宏
氏
、
牧
瀬

稔
氏
、
秀
島
栄
三
氏（「
安
城

ひ
で
し
ま
え
い
ぞ
う

市
み
ら
い
創
造
研
究
所
」政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
名
古
屋

工
業
大
学
大
学
院
教
授
）

●
申
し
込
み

４
月
４
日
晶

ま
で（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

企
画
政
策
課（
緯〈

〉２
２

７１

９
９
）へ

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

家家庭菜園などに利用してくださ家庭菜園などに利用してくださいい

安城公園の桜ま安城公園の桜まつつりり

城
桜
ま
つ
り

安安安安安安安安安安安
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減
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
有
効
で
す
。
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
家
庭
は
、
一
日
も
早
く

設
置
し
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ

く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
救
急

平
成

年
中
の
出
動
件
数
は
２

２５

万

件
で
、
前
年
よ
り

件
の
増

６４４

６４９

■
火
災

平
成

年
中
の
件
数
は

件
で
、

２５

２３９

前
年
よ
り

件
増
加
し
て
い
ま
す

９２

（
表
１
）。

出
火
原
因
は
、「
放
火（
疑
い
含

む
）」が

件
、
次
い
で「
こ
ん
ろ
」

９４

件
、「
た
ば
こ
」
件
で
し
た（
表

１７

１１

２
）。火

災
件
数
の
減
少
や
被
害
の
軽

加
、
搬
送
人
員
は
１
万
９
４
６
２

人
で
、
前
年
よ
り

人
増
加
し
て

４４５

い
ま
す（
表
３
）。こ
れ
は
、
い
ず

れ
も
統
計
史
上
過
去
最
多
で
す
。

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３

表３：救急出動件数・救急搬送人員
救急搬送人員 （人）救急出動件数 （件）

平成２４年平成２５年平成２４年平成２５年種別
２３１１１１２１４８火災
１０１０自然災害
０５７１０水難

２２８６２２０３２２３０２１６７交通事故
１７２２００１７６２００労働災害
１４３１５４１４３１５４運動競技

２３００２３３２２３８９２４４２一般負傷
１０１１０５１１３１１６加害
１６５１７７２３４２２７自損行為

１万２５２３１万２９５７１万３２３５１万３７８６急病

１３０３１３１８

１２９１１３０６転院搬送
１２医師等搬送
００資機材輸送
６３８６その他

１万９０１７１万９４６２１万９９９５２万６４４計

表１：火災件数など
平成２４年平成２５年種別

７２１１９建物
１９２６車両
００船舶
５６９４その他

１４７２３９計

１８６０釈２３８１釈焼損床
面積

２億１９８２万円２億９４５２万５０００円損害額
４人２人死者

２４人１２人負傷者

表２：出火原因別件数
平成２５年種別

９４放火（疑い含
む）

１７こんろ
１１たばこ

７火入れ（草焼
きなど）

６電気機器
４電気装置

１００その他

●
と
き

個
人
糸
５
月
９
日
晶

団
体
糸
５
月

日
昇
・

日
昌
・

１３

１４

日
昌
・

日
晶

２１

２３

●
見
学
施
設

個
人
糸
市
議
会
議

場
、
丈
山
苑
な
ど（
予
定
）
団
体

糸
希
望
す
る
公
共
施
設
な
ど（
発

着
場
所
も
応
相
談
）

●
対
象

個
人
糸
市
内
在
住
の
人

団
体
糸
市
内
在
住
の

人
以
上
の

１１

団
体（
乳
幼
児
の
同
伴
は
不
可
。）

●
定
員

各

人（
個
人
は
申
し

２０

込
み
が

人
以
下
の
場
合
中
止
）

１０

●
費
用
昼
食
代
、
施
設
入
場
料

●
申
し
込
み

個
人
糸
３
月

日
２０

昭
～
４
月
４
日
晶
午
前
９
時
～
午

後
５
時

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

１５

電
話
で
秘
書
課
広
報
広
聴
係
へ

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

団
体
糸
４
月
４
日
晶（
必
着
）ま
で

に
、
希
望
日（
第
１
希
望
・
第
２

希
望
）、団
体
名
、
代
表
者
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
、
見
学
希
望
施

設
を
電
話
で
同
係
へ（
希
望
日
が

重
な
っ
た
場
合
は
抽
選
。
コ
ー
ス

は
後
日
調
整
し
ま
す
）

■問
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈

〉２
２
０
２
）

７１

浦
東
部
広
域
連
合
管
内
の
火
災
・
救
急

衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣

●
内
容

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
止
個
人

が
管
理
し
て
い
る
花
壇
・
プ
ラ
ン

タ
ー
・
鉢
植
え
な
ど

み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
止
窓
の
外
側
に
は
わ
せ

た
植
物
の
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
止
個
人
が
管

理
し
て
い
る
、
見
学
可
能
な
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン

●
そ
の
他

参
加
賞
あ
り
。
応
募

作
品
の
写
真
は
、

月
下
旬
～

１１

１２

月
下
旬
に
堀
内
公
園
で
展
示

●
申
し
込
み

４
月
１
日
昇
～
９

月

日
晶
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

２６
話
番
号
と
、
作
品
の
写
真（
ネ
ガ

ま
た
は
デ
ー
タ
）を
、
郵
送
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ

う（
〒

－

０
０
４
６
赤
松
町
梶

４４６

－

１
／info@

econetanjo.

６３

org

／
緯〈

〉１
３
１
５
）へ

５５
■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

設
め
ぐ
り
参
加
者
を
募
集

施施施施施施施施施施施
ー
デ
ニ
ン
グ
・
み
ど
り
の
カ

ー
テ
ン
な
ど
の
作
品
を
募
集

ガガガガガガガガガガガ

し
て
い
る

●
介
護
者
・
家
族
か
ら
の
サ
イ
ン

暫
介
護
に
疲
れ
て
い
る

暫
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

暫
高
齢
者
に
対
し
て
無
関
心

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
声
掛
け

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

声
を
か
け
あ
い
、
本
人
や
家
族
の

変
化
に
気
づ
く
関
係
を
作
り
ま
し

ょ
う

●
抱
え
込
ま
な
い

世
間
体
が
気

に
な
る
な
ど
の
理
由
で
抱
え
込
ま

ず
、
早
く
相
談
し
ま
し
ょ
う

●
相
談
窓
口

社
会
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉
７７

２
９
４
５
）、中
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉０
０
７
７
）、

７１

市
内
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
の
民
生
委
員
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●
目
標
達
成
に
向
け
、
予
定
以
上

に
進
ん
で
い
る
分
野

夢
・
ま
ち
、

教
育
、
障
が
い
者
福
祉
、
市
民
参

加●
目
標
達
成
に
向
け
、
や
や
遅
れ

て
い
る
分
野

環
境（
ご
み
減
量

％
）

３０■
閲
覧

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
状

前
回
の
市
長
選
挙
で
作
成
し
た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
、
任
期
３
年
目

ま
で
の
進
捗
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
市
行
政

改
革
懇
話
会
か
ら
は
、「
全
体
の
達

成
度
は

％
と
高
く
、
ほ
ぼ
計
画

７５

ど
お
り
実
施
で
き
て
い
る
」と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

分
野
ご
と
の
進
捗
状
況
は
次
の

と
お
り
。

況
、
市
行
政
改
革
懇
話
会
の
議
事

録
要
旨
・
会
議
資
料
は
、
企
画
政

策
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で

き
ま
す
。■問

▼
企
画
政
策
課

（
緯〈

〉２
２
０
４
）

７１

月
の
ホ
コ
天
き
ー
ぼ
ー
市
と
ご
み

％
減
ら
し

３０

隊
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

今今今今今今今今今今今

■
ご
み

％
減
ら
し
隊
フ
ァ
イ
ナ

３０

ル
イ
ベ
ン
ト

●
内
容

環
境
宣
言
コ
ー
ナ
ー
や

ご
み
分
別
ク
イ
ズ
、
ご
み
釣
り
ゲ

ー
ム（
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
、
ご
み
の
正
し
い
分
別
を
体
験

し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
綿
菓
子

や
粗
品
を
進
呈
）。ま
た
、
雑
が
み

を
持
参
す
る
と
粗
品
と
交
換
。
環

境
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
式
生
ご
み

処
理
機
の
実
演
と
販
売
も
あ
り

（
市
の
購
入
補
助
金
も
利
用
可
）

●
と
き

３
月

日
松
午
前

時

２２

１０

～
午
後
２
時

●
と
こ
ろ

Ｊ

Ｒ
安
城
駅
南
側

ホ
コ
天
会
場

（
御
幸
本
町
）

■
ホ
コ
天
き
ー
ぼ
ー
市

●
内
容

手
作
り
品
や
地
元
産
野

菜
・
特
産
物
販
売
ブ
ー
ス
、
飲
食

ブ
ー
ス
、
グ
ル
メ
移
動
車
、
限
定

き
ー
ぼ
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売
。
世
界

一
の
竹
飾
り
解
体
シ
ョ
ー
、
安
城

商
店
街
ア
イ
ド
ル「
看
板
娘
。」に

よ
る
南
吉
体
操
や
ス
テ
ー
ジ
。
き

ー
ぼ
ー
に
も
会
え
ま
す

■
あ
ん
く
る
バ
ス
乗
車
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

●
内
容

会
場
で
買
い
物
を
し
た

人
に
、
当
日
の
み
使
え
る
あ
ん
く

る
バ
ス
乗
車
券
を
進
呈

■問
▼
叙
安
城
ス
タ
イ
ル

（
緯〈

〉９
５
１
１
）

７３商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１
■問
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈

〉２
２
４
３
）

７１

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

虐
待
は
、
心
や
体
に
深
い
傷
を

負
わ
せ
、
本
人
の
人
権
を
侵
害
す

る
も
の
で
す
。
介
護
負
担
の
軽
減

な
ど
、
虐
待
の
な
い
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

■
高
齢
者
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待

殴
る
・
つ
ね
る

な
ど
の
暴
行
や
、
縛
る
・
鍵
付
き

の
部
屋
に
閉
じ
込
め
る
な
ど
の
拘

束●
心
理
的
虐
待

侮
辱
・
脅
迫
な

ど
言
葉
に
よ
る
暴
力
や
家
族
内
で

の
無
視
な
ど

●
経
済
的
虐
待

高
齢
者
名
義
の

資
産
を
無
断
で
処
分
し
た
り
、
預

貯
金
を
使
っ
た
り
す
る
、
現
金
を

渡
さ
な
い
な
ど

●
性
的
虐
待

性
的
な
暴
力
や
い

た
ず
ら
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト

介
護
を
し
な
い
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
治
療
を

受
け
さ
せ
な
い
な
ど

■
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意

●
高
齢
者
か
ら
の
サ
イ
ン

暫
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

暫
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
る

暫
家
族
の
話
題
を
避
け
る

暫
落
ち
着
き
が
な
く
、
お
ど
お
ど

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進し

ん

捗
状
況
を
公
表

ち
ょ
く

市市市市市市市市市市市

齢
者
虐
待
の
防
止
と
養
護

（
介
護
）者
支
援

高高高高高高高高高高高


